
様式第3号（第5、第6の1、第6の2関係）（その1）

警　察　署　協　議　会　会　議　録

うきは警察署協議会

開催年月日時 兌ﾙ�ﾈ��#iD�����Xﾈ���?ｨ��ﾍ�3H鱚3�Zｨ��*�.r�
平成　26年　　5月19日　午後6時00分　まで 

開　催場所 �*H*ｸ,ﾘﾇ井�����*ｸ､ｸ檍ｶ8��

出　席　者 佗井���ｺhｶ8橙�会長以下7名 

警　察　署 傚�+x��Yｸ��+r�総務課長、生活安全課長、地域課長、刑事課長、 

交通課長、警備課長、生活安全課主幹 

議　事　概　要 

【署長挨拶】 

署長から、「春季人事異動により、うきは警察署へ着任し、目下、管内の実態把 

握に取り組んでいるところである。今後とも警察活動へのご理解とご協力をお願 
いしたい。」旨挨拶があった。 

【会長挨拶】 
会長から「昨年、10月から警察署協議会を主体に安全・安心カメラ設置推進 

協議会を立ち上げ設置活動に努めてきたが、多くの寄付金が寄せられ、今日まで 
ご協力頂い．たことにお礼を申し上げる。6月には、設置箇所を決定次第、会計報 

告と事業の総括を関係団体等に報告したいと思う。 

先般、インドネシアへ出かけた時、驚いたことに警察施設に「KOUBAN」とい 

う名称が用いられていた。 

日本の交番というシステムがそのまま諸外国でも展開されている。 

サッカーワールドカップを控えているブラジルにも交番制度があるようで、治 

安維持に日本の交番制度が貢献することだろう。 
安全で安心な「うきは」という町をつくりたいという思いから半年に渡って防 

犯カメラ事業を進めてきたが、うきは署員、警察署協議会委員にあらためてお礼 
を述べさせて頂きたい。」旨挨拶があった。 

【報告事項】 
1　うきは警察署管内の犯罪発生状況（平成26年1月～3月） 

（1）罪種別発生状況 

（2）町単位の発生割合 

（3）町別発生状況 
2　うきは警察署管内の交通事故発生状況（平成26年1月～3月） 

（1）形態別発生状況 



議　事　概　要

（2）高齢者事故発生状況

（3）町単位の発生割合

（4）町別発生状況
3　防犯カメラの増設方針

4　特殊詐欺の発生現状

【質疑応答等】

○　委員から「犯罪発生が減少傾向にあるが、特別な取り組みがあるのか。」

旨質問があり、署長から「防犯カメラによる抑止効果が現れてきているもの
と思われる。防犯カメラ設置箇所によ．っては、2割以上犯罪が減少したとこ

ろもある。」旨回答があった。

○　委員から「山間部に空き巣の発生が集中しているという実態はないか。」

旨質問があり、署長、生活安全課主幹が、「地域的な較差は罷められていな
い。住宅は施錠することが防犯対策上重要で、やはり施錠が十分でない所が

被害に遭遇している。」旨回答があった。

○　委員から「工事場ねらいや、農機が対象となった窃盗事件の対策として防

犯上注意することはないか。」旨質問があり、署長、生活安全課主幹から「作

業資材・工具、農機のついては、こまめに片付けることが防犯対策になる。」

旨回答があった。

○　委員から「盗難の被害防止には、鍵をかける自己防衛が重要と考える。地

域の放送の使用が効果的と思われる。」との意見がなされ、署長が「今後も

引き続き、被害防止の広報に取り組んでいく。」旨述べた。

○　委員から「交差点での交通事故において、定時式倍号機と点滅式信号機設

置箇所では発生件数に差があるか。また、一時停止を守らないドライバーが

散見されるので厳しく取り締まってほしい。」旨質問・要望があり、交通課

長が「定時式信号機設置箇所が点滅式信号機設置箇所よりも多いことから、
必然的に事故の件数も定時式信号機設置箇所の方が多い。また、一時停止の

取り締まりについては、今後も継続して取り組んでいく。」旨回答した。

○　委員から「防犯カメラの増設箇所について、有効な設置ができるよう検討
し、今後も経過を知らせてほしい。」旨要望がなされたことから、署長が「今

後も積極的にお知らせをしたい。」旨回答した。

○　委員から「特殊詐欺の事例を第三者に紹介する場合の注意点について教え

てほしい。」旨要望があったことから、刑事課長が「被害者」、「被害額」

に関わるところは、警察からお知らせできないので、本日紹介した、犯行手

口については防犯活動に役立てて頂いて差し支えない。」旨回答した。

○　委員から「警察が行っている巡回連絡も犯罪抑止に効果があると思うので




